















ッフであった。フェノロサ（図 1）との出会いは 1900 年（明
治 33 年）と推定される。 
愛作は、19 歳のころ横浜で宣教師から英語を学び、その
推薦でアメリカに渡り篤志家 Ms.Richardson の尽力でマサ














フェノロサ（Ernest Francisco Fenollosa,1853-1908）は、1878 年に東京大学に着
任し、文学部教授として政治学・理財学・哲学を担当していたが、やがて日本の伝統美
術に関心を寄せ、学生有賀長雄、岡倉覚三の協力のもと、日本絵画の蒐集、研究を始め
図 2 林愛作 
山中商会 NY 支店にて 
（1908 年） 
図 1 晩年のフェノロサ 
－ 143 －
た。その後 1886 年から文部省（東京美術学校教授）・宮内省（帝国博物館理事）両省兼
務の美術行政官として活動を始める。4 年契約で、年俸 6000 円（当時の為替レートで
およそ 5085 ドル）、勅任官待遇、大臣なみの地位であった。1890 年に契約満期となり
帰国。ボストン美術館に新設された日本美術部のキュレーターに就任するが、5年契約、




































 1907 年 2 月、山中商会主催「毎週火曜日連続 12 回フェノロサ講演会」が、ニューヨ
ークの American Institute Hall を借り切って開催された。開催直後に支店長の牛窪
第二郎が帰国したので、事実上林愛作が主任となっていた。 





































































図 5 三井寺法明院フェノロサ墓所 
－ 146 －
6．遺著 EPOCHS OF CHINESE AND JAPANESE ART の出版 
 
メアリ（図 6）は亡夫の雑多な論文や講演草稿の中から、最











ね、1912 年、原文の 12 章を 17 章に増補した原稿を完成させ
た。そして、ロンドン（William Heinemann LTD）とニューヨー
ク(Frederick A.Stokes Co.)の両出版社から発行されたのが



















図 6 フェノロサ夫人 メアリ 
図 7 遺著『Epochs of  
Chinese and Japanese Art』2 
vols 1912 年 





















2500 円は寄付金にて賄うこと、（７）発起人会を開くこと、以上の七項目が決議された。  
8 月に翻訳が完成し、有賀は三井寺に赴き、フ
ェノロサ墓前に訳稿を供えて完成を報告した。記
念碑は 9月 19 日竣工された。 













図 9 有賀長雄訳『東亜美術史網』上下 2 巻と奥付  
大正 10 年 
図 10 創元社版（普及版） 


















  ぬかづきて 語らへ居ればねぐら鳥の 声の聞こゆる いづくともなく 


















暹暎が林愛作と文通を交し始めたのは、故林陸郎氏（愛 図 11 柳田暹暎 
－ 149 －
作の子息）宛愛作書簡に昭和 20 年秋頃より」とされているが、どのような経緯があっ





























一つは「フェノロサ来日 100 周年記念事業」である。 





図 12 岡倉秋水  
70 歳ころ（右） 











 1978 年(昭和 53 年)は、フェノロサ来日 100 年に当たる。その前年、暹暎は法明院の
滋野敬淳師と連名で、100 年祭記念事業の開催を大津市に強く要望した。市議会はこれ
を受け入れ、大津市・大津市教育委員会・園城寺の三者共催での企画を決定した。翌年
11 月 1 日、メアリの孫娘(Mrs.Betty Winslow)とモービル市のフェノロサ研究者











（２） フェノロサに関する事歴は『フェノロサ』上下巻（山口静一著 1982 年三省堂）
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図 2：New York:Anraku Publishing Co., 1908 
図 3：Freer Gallery of Art, Washington, DC. 










図 13：三井寺法泉院蔵  
 
（2018 年 10 月 13 日、生活美学研究所本年度甲子研究会における講演に基づく） 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部教授 黒 田 智 子 
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